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NYマーケットレポート（2015年 8月 20日) 
NY 市場では、前日の FOMC 議事録を受けて早期の利上げ期待が後退したことが引き続き材料視され、ドルは序盤から主要通貨に対して

軟調な動きとなった。また、中古住宅販売件数が予想を上回る結果となったものの、新規失業保険申請件数や景気先行指標が悪化するな

ど、まちまちの結果となったことも影響して、終盤まで軟調な展開が続いた。そして、米長期債利回りが低下したことも影響して、ドル/円は約

3 週間ぶりの安値を付ける動きとなった。また、アジアや欧州の株価下落を受けて、米株価も大きく下落する動きとなったことから、リスク回

避の動きも強まり、クロス円も上値の重い動きとなった。ただ、ユーロは、終盤に対ドルなどで上昇したことから、対円でも上昇する動きとなっ

た。 

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 
21：00 
ドル/円 123.97  ユーロ/円 138.58  ユーロ/ドル 1.1178 
 
21：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6375.26 -28.19 ダウ 
先物ミニ 17169 -116  

 

仏 CAC40 4830.79 -53.31 S&P 
500 ミニ 2059.50 -13.25  

 

独 DAX 10590.28 -91.87 NASDAQ 
100 ミニ 4474.00 -29.75  

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

21：00 

≪ 要人発言 ≫ 

ノボトニーECB理事 

 

・「ECBが量的緩和を早期に終了する兆候ない」 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

新規失業保険申請件数 27.7万件（予想 27.1万件・前回 27.3万件） 

前回発表の27.4万件から 27.3万件に修正 

 

失業保険継続受給者数 225.4万人（予想 226.5万人・前回 227.8万人） 

前回発表の227.3万人から227.8万人に修正 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

15/08/15・・・277,000・・・ +4,000・・・271,500・・・・＊＊＊＊・・・・＊＊＊ 

15/08/08・・・273,000・・・ +4,000・・・266,000・・・・2,254,000・・・・1.7％ 

15/08/01・・・269,000・・・ +2,000・・・268,000・・・・2,278,000・・・・1.7％ 

15/07/25・・・267,000・・・+12,000・・・274,750・・・・2,258,000・・・・1.7％ 

15/07/18・・・255,000・・・-26,000・・・278,500・・・・2,270,000・・・・1.7％ 

15/07/11・・・281,000・・・-15,000・・・282,500・・・・2,216,000・・・・1.6％ 

15/07/04・・・296,000・・・+14,000・・・279,250・・・・2,216,000・・・・1.6％ 

15/06/27・・・282,000・・・+11,000・・・275,000・・・・2,327,000・・・・1.7％ 

15/06/20・・・271,000・・・ +3,000・・・273,750・・・・2,265,000・・・・1.7％ 

15/06/13・・・268,000・・・-11,000・・・277,000・・・・2,249,000・・・・1.7％ 

15/06/06・・・279,000・・・ +2,000・・・278,750・・・・2,225,000・・・・1.7％ 

受給者数は集計が1週間遅れる 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6月カナダ卸売売上高（前月比） 1.3％（予想 1.0%・前回 -0.9%） 

前回発表の-1.0％から-0.9％に修正されています。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2Q メキシコ GDP(季調前/前年比) 2.2％（予想 2.1%・前回 2.5%） 

 

2Q メキシコ GDP(季調済/前期比) 0.5％（予想 0.4%・前回 0.4%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17165.63 -183.10 

ナスダック 4969.89 -49.16 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7月米中古住宅販売件数 559万件（予想 543万件・前回 548万件） 

前回発表の549万件から548万件に修正 

 

7月米中古住宅販売件数（前月比） 2.0％（予想 -1.1%・前回 3.0%） 

前回発表の3.2％から3.0％に修正 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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経済指標データ 

≪中古住宅販売≫ 

        7月・・6月・・5月・・4月・・3月・・2月 

販売戸数・・・・559・・548・・ 532・・509・・ 521・・489 

北東部・・・・・ 70・・ 72・・  69・・ 62・・  64・・ 58 

中西部・・・・・132・・132・・ 127・・122・・ 120・・109 

南部・・・・・・229・・220・・ 215・・209・・ 219・・211 

西部・・・・・・128・・124・・ 121・・116・・ 118・・111 

                       （万件) 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7月米景気先行指標総合指数（前月比） -0.2％（予想 -1.1%・前回 0.6%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪米景気先行指数≫ 

        7月・・6月・・5月・・4月・・3月・・2月・・1月 

先行指数・・・・-0.2・・0.6・・0.8・・ 0.6・・ 0.2・・-0.2・・0.2 

一致指数・・・・ 0.2・・0.2・・0.2・・ 0.3・・ 0.1・・ 0.2・・0.2 

遅行指数・・・ ・0.3・・0.7・・0.1・・ 0.2・・ 0.4・・ 0.3・・0.6 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8月フィラデルフィア連銀景況指数 8.3（予想 6.8・前回 5.7） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪フィラデルフィア連銀指数≫ 

        8月・・7月・・ 6月・・ 5月・・ 4月・・ 3月  

景況指数・・・ 8.3・・ 5.7・・15.2・・  6.7・・ 7.5・・  5.0 

仕入価格・・・ 6.2・・20.2・・17.2・・-14.2・・-7.5・・ -3.0 

販売価格・・・-4.9・・ 1.7・・ 4.8・・ -5.4・・-4.1・・ -6.4 

新規受注・・・ 5.8・・ 7.1・・15.2・・  4.0・・ 0.7・・  3.9 

出荷・・・・・16.7・・ 4.4・・14.2・・  1.0・・-1.8・・ -7.8 

受注残・・・・-1.0・・-6.3・・ 3.7・・ -1.1・・-7.1・・-13.8 

入荷遅滞・・・-0.4・・-4.5・・-4.6・・ -3.6・・ 0.5・・-13.8 

在庫水準・・・ 0.2・・-5.7・・ 3.1・・ -1.8・・ 1.5・・ -2.3 

雇用者数・・・ 5.3・・-0.4・・ 3.8・・  6.7・・11.5・・  3.5 

6ヵ月先予想  

        8月・・7月・・ 6月・・5月・・ 4月・・3月 

景況指数・・・43.1・・41.5・・39.7・・33.9・・35.5・・32.0 

仕入価格・・・38.4・・37.3・・46.3・・20.9・・19.9・・27.5 

販売価格・・・ 8.7・・20.2・・12.8・・19.4・・10.7・・ 7.4 

新規受注・・・46.4・・46.3・・44.9・・31.7・・30.8・・34.3 

出荷・・・・・37.6・・49.7・・55.8・・32.0・・34.0・・32.3 

受注残・・・・26.2・・33.6・・23.4・・15.9・・16.6・・ 8.7 

入荷遅滞・・・ 1.0・・10.3・・21.1・・ 5.4・・-0.2・・ 1.9 

在庫水準・・・12.4・・-1.3・・11.3・・-4.0・・-5.4・・-0.6 

雇用者数・・・21.5・・22.2・・22.3・・21.5・・20.6・・14.4 

 

 

23：30 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、アジアや欧州の主要株価が軒並み下落したことを受けて、主要株価は大きく下落する動きとな

っている。また、原油価格の下落で石油関連企業の収益悪化を懸念した売り目立っている。ダウ平均株価は、序盤

から軟調な動きとなり、一時前日比で247ドル安まで下げる動きとなっている。  

 

 

23：55 

ギリシャは、9月 20日に総選挙実施～メガテレビ。 

 

23：55 

ギリシャ首相は、20日中に総選挙に関する声明発表へ～政府当局者 
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≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）米失業保険申請件数は、前週比+0.4万件の27.7万件と市場予想の27.2万人を上回り、4週連続で増加した。

申請件数の4週移動平均は、前週比+5500件の27万1500人。また、集計が1週遅れる失業保険継続受給者数は、前

週比-2.4万人の225.4万人となり、2週ぶりに減少した。受給者総数の4週移動平均は、前週比+9500人の226.5

万人。そして、受給者比率は、前週比横ばいの 1.7％となった。 

 

 

（2）7月の米中古住宅販売件数は、年率換算で前月比+2.0％の 559万件と3ヵ月連続で増加し、件数ベースで 2007

年2月以来8年5ヵ月ぶりの高水準となった。前年同月比では+10.3％。 

 

 ①一戸建て住宅は、前月比+2.7％の496万件、集合住宅は-3.1％の63万件。 

 

 ②住宅在庫は、7月末時点で前月から-0.4％の 224万件、前年同月比は-4.7％。販売に対する在庫比率は4.8ヵ月

で前月比-2.0％。 

 

 ③成約物件の中間販売価格は、前年同月比+5.6％の 23.4万ドルとなり、41ヵ月連続で前年水準を上回った。また、

平均販売価格は+3.9％の27.8万ドル。 

 

 ④地域別では、北東部が前月比-2.8％の70万件、中西部は横ばいの132万件、最大市場の南部は+4.1％の 229万

件、西部は+3.2％の 128万件となった。   

 

 

（3）7月の米景気先行指数は、-0.2％となり、5ヵ月ぶりにマイナスとなった。住宅着工許可件数の落ち込みが影

響した。一致指数は 0.2％（前回 0.2％）と横ばい、遅行指数は 0.3％（0.7％）は低下となった。 

 

 

（4）8月の米フィラデルフィア連銀製造業業況指数は 8.3となり、前月の 5.7から上昇し、市場予想の 7.0も上回

った。業況の6ヵ月予測指数は 43.1（前月41.5）、従業員数指数は 5.3（-0.4）、設備投資6ヵ月予測は18.4（7.7）、

新規受注指数は5.8（7.1）、支払価格指数は6.2（20.2）。同指数は米製造業の健全性を推し量る先行指数として

注目されている。ゼロが拡大と悪化の分岐点となる。統計はペンシルバニア州東部、ニュージャージー州南部、お

よびデラウェア州をカバーする。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6367.89 -35.56 
仏 CAC40 4783.55 -100.55 
独 DAX 10432.19 -249.96 

ストック欧州 600 指数 373.44 -7.87 
ユーロファースト 300 指数 1477.35 -29.28 
スペイン IBEX35 指数 10587.00 -195.40 

イタリア FTSE MIB 指数 22378.65 -596.67 
南ア アフリカ全株指数 49761.67 -379.23 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、世界経済の先行き警戒感が高まったことから、投資家のリスク回避の動きが強まり、主要株価は

軒並み大幅下落となった。特に、英 FT100は、8営業日続落となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17132.29（-216.44）、S&P500 2055.39（-24.22） ナスダック 4931.94（-87.11） 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、世界景気の先行き不安を背景にアジアや欧米で株価が下落したことで投資家にリ

スク回避志向が広がり、中長期債を中心に安全資産とされる米国債の逃避買いが先行した。また、原油下落で低イ

ンフレが続くとの見方も引き続き相場を支援した。  

 

午前の利回りは、30年債が2.77％（前日 2.82％）、10年債が 2.09％（2.13％）、7年債が 1.83％（1.86％）、5

年債が 1.49％（1.50％）、3年債が 0.99％（1.00％）、2年債が 0.66％（0.66％）。 

 

 

2：00 

≪米 5年物 TIPS入札≫ 

 

最高落札利回り・・・・・0.305％（前回 -0.335％） 

最低落札利回り・・・・・0.200％（前回 -0.460％） 

最高利回り落札比率・・・ 9.23％（前回 55.41％） 

応札倍率・・・・・・・・ 2.58倍（前回 2.27倍） 

発行額・・・・・・・・160億ドル（前回 180億ドル） 

 

 

3：45 

NY金は、中心限月が前日比 25.30ドル高の 1オンス＝1153.20ドルで取引を終了した。 

 

 

4：20 

NY原油は、中心限月が前日比 0.34ドル高の1バレル＝41.14ドルで取引を終了した。 
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主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1153.20 +25.30 

NY 原油 41.14 +0.34 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、ドルが主要通貨に対して下落したのにつれて、ドルの代替資産とされる金の買いが加速した。前日公表

された 7月分の米 FOMC議事録を受けて9月の利上げに対する警戒感が後退したことも支援材料となった。終値ベー

スでは、7月中旬以来、約1ヵ月ぶりの高値水準となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、ドルが主要通貨に対して下落し、ドル建て原油に割安感が出たことから買いが先行した。また、カリ

ブ海のハリケーンが原油供給に影響を及ぼすとの懸念もあり、堅調な動きとなった。ただ、世界的な供給過剰感は

根強く、上値は限定的となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 16990.69 -358.04 17345.32 16990.69 

S&P500 種 2035.73 -43.88 2076.61 2035.74 

ナスダック 4877.49 -141.56 4986.51 4877.49 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、アジアや欧州の株価が軒並み下落したことを受けて、米主要株価は序盤から大きく下落する動きと

なった。そして、終盤まで下げ幅を拡大する動きとなった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きが続き、終盤に

は一段の下げとなり、前日比で 358ドル安まで下げて引けた。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 123.40  123.98  123.34  
EUR/JPY 138.64  138.71  138.14  
GBP/JPY 193.68  194.20  193.39  
AUD/JPY 90.61  90.96  90.53  
NZD/JPY 81.89  82.05  81.74  
EUR/USD 1.1237  1.1245  1.1153  
AUD/USD 0.7343  0.7364  0.7306  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の雇用や住宅関連の経済指標はまちまちの結果となったことから、ドルはやや限定的な動き

となった。しかし、その後は、欧米の株価下落を背景に、世界経済の先行き懸念などから、安全資産とされる円を

買う動きが強まり、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。ただ、終盤にはユーロが主要通貨に対して上昇する

動きとなった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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 (出所：ブルームバーグ) 
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